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本研究は，早期舌癌 N0 症例に対する CT lymphography (CTL)を用いたセンチ
ネルリンパ節（SLN）描出法において，CT撮影のタイミングを検討したものであ
る．CTLにおける異なる撮影時間での SLNの描出率を算出し，最適な撮影タイミ















（回答）CTL でマッピング可能であった 19 症例のうち，３例の SLN に転移
を認めた．いずれも短径 10 mm未満のリンパ節であった． 
③ SLN生検で転移のなかった症例において，フォローアップ中に後発頸部リン
パ節転移を生じた症例はあったか，その原因をどのように考察しているか． 




④ CTLの撮影条件で管電圧が 80kVに設定されている理由について． 










① 症例 Kにおいて SLNが描出できなかった理由について． 
（回答）リンパ管の走行は複雑であるため，リンパ管の狭窄や閉塞があり，
ヨード造影剤が流入しにくい状況であったと考えている． 








































本研究は，N0 早期口腔癌に対する術前の CTL は，造影剤局注前，注入後 2
分および 3.5〜5分の 3回の撮影により SLNのマッピングが可能であり，既報の
論文より撮影回数が少なく済む本研究のプロトコールは有用であることが明ら
かになった．本研究は学術的かつ臨床的に高く評価できる内容である．また
本研究により得られた知見は更なる研究に繋がると考えられ，よって本学位
論文は博士（医学）の学位に値するものと判定された． 
